
越中加賀藩領における薬草の採取と流通についての一考察
ー「売薬々方明細井巧能•芯」及び産物調査悶・産物関係留：苫の記述から一

嘉藤潤—*

はじめに

江戸時代には、富山溜領はもちろん、越中の加質

溜領であった地域（新川郡．射水郡．砺波郡） にお

いても、製薬 ・ 売薬業が盛んになっていったことが

知られている。 しかし、その原料となった唐薬種

（輸入薬種）と和薬種、それぞれがどのように流通

して製薬に使用されていたのか、という実相につい

ては必ずしも明らかではない。 それは、製薬を行っ

ていた薬種裔 ・ 元菜商人側にも、薬草を生産してい

た村方側にも、そうしたことを記した文苫史料が極

めて少ないという史科的制約による。 そこで当館で

は、2008年度の企画展「菜草と加質湘ー立山から百

味策笥への道を探る 一 」において、加質滸が制作に

閃わった産物調査：苫や、加質溜の薬草 ・ 産物政策文

杏の記載内容の分析を通して、立山ではどのような

薬菜が採取されていたのか、またそれにはどのよう

なぷ要があったのか、という点について、その可能

性を考察した >

'o

本稿ではそれを受け、立山も含めた越中加質溜領

内全体を対象に、同様の諜姐について考えてみたい

と思う。 具体的には、金沢を代表する薬種商であっ

た福久屋 ・ 中屋 ・ 宮竹屋の 三 家 によ って明治4

(1871)年に記された薬方内「売薬々方明細Jjc巧能•内」

に「和産」とされた薬種を対象にしたい。 そして、

「和産」とされた薬種が加賀溜による産物調査・;1::や

産物関係の留：内にどのように記されているか、につ

いて盆］査し、薬杜商で孟要のあった薬．京は領内で産

出していたのか、また領内で採取された薬章はどの

程度流通していたのか、考えてみたい。

1. 「売薬々方明細井巧能書」について

「売薬々方明細}jc巧能心」")は用箋13枚に記され、

袋とじの形で綴られている。 表紙中央には「四薬々

方明細叫·巧能：心」と記され、右端には丸囲み内に

「細川」と朱で記されている。 本史料の翻刻は和j末

に付すが、以下、筒潔に構成・内容等を述べておく。

まず、加質三味薬である萬病闘（策2丁表～策4丁

表まで）、紫孟（第5丁表～ 策6丁表まで）、烏犀[t.O

（第7丁表～ 第9丁表まで） それぞれに含まれる薬

種と、その産地（「和産」「阿l紺陀産」など） ． 価

格 ・ 配合欣などが詳細に杏き上げられた上で、各薬

の原価 ・ 目方の合計、利益頷などが記されている。

また、そこには至る所に朱で点が付けられたり、訂

正がされたりしている。 続いて、各薬の効能（第9

*; 畠山県［立山咄物館］

丁裏～ 策10丁表）、価格等に関する但し古き（第10

丁裏） が記されている。 第11丁表裏には、「辛未」

の年（明治4年と思われる） に、「熊腑丸 ・ 咸應

丸 ・ 小児丸 ． ；＇為金丹」の4品の製薬・販売を束校の

完薬取締局に許可された沿川の売菜商、益田屋沿次

郎の訥：；料が記されている。 最後の第12丁表裏には、

金沢を代表する薬種商である中屋・宮竹屋・福久屋

の三家が辿名で、明冶4年11月に金沢県庁へ、加質

三味薬の製薬 ・販売の許可を願い出た内容が記され

ている。 その文中には、東校売薬取締局へ認可を頻

ったが、この時点まで認可が下りていない旨も記さ

れている（認可が下りていない理由は不明）。

以上のような内容から、本史料は、上記の三家が加
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質三味薬の承認を求めて、 明治4年11月以降に金沢県

に提出した願い内の下湘きであろうと推察される。

さて、 ここで注目しておきたいのが、 各薬種ごと

に記された産地に関する記叔である。 舒見の限りで

は、 本史科のように、 使用する全ての薬種について

の生産地を記した史料は皆無であり（「和光活J「唐

光活」など、 いくつかの薬種について特記するもの

は見られるが）、 その史科的価値は極めて高いと考

えられる。 以下、 史科内に記された植物性薬種とそ

の涯地をまとめておく （表1)。

表1 「売薬薬方明細井巧能舌」に記された薬種名

の産地と配合されている薬名

（杞物性薬種のみ、 史料品戟顛）

殺 地 薬種名 配合される必名
'1'r木香 .,\, ,, 、,·I• ， 

紺 巡 萬糾闘

!! 
lili : 紺 没；4, 社［［しl ， 
Ill ぢ 萬崩闘 ， 烏lfU�

和 干 災 萬茄闘 ，，
＇詑 漆 泌甜IJ.U ，＇
桔 梗 沿；1西Uしl ， 

桑白皮 萬1,i; aしl ， 
玄 参 紫 ,,-j 』， 

発 I 紺l辛 函制闘
山 椒 泌1西似I
1ヽ←J "ぷ'" 粒；病闘
升 麻 咤,\、 、,·._,

1i1i 胡 泌甜闘

粘 地 薬み［名 配合される菜名 I 
辣 皮 烏/1(.Uしl ， ＇ 

天怜i足 ．烏J.i!.nU
＇ ， 
＇ I 天 麻 鳥J,,:.�u

和
,
I
;•

l
l :• fof'> • 萬林JUU ＇ 鳥i1'..制

半 哀 烏J,1!.UU ， 
萩 苓 萬糾UU

I 防 風 i:C;� 西[lし1 ， ヽ x.:;r,r:. 闘
殺 紫 苑 ，，硲林iUll ＇ 

）も 活 .r.;;t1!.UU 
_フ,,C. ィ-＂ ヒ. 洪甜趾 ＇ 
ぷ淋各子 函�,i祁U ， 

南京発 廿 ：,·;,: J>l=-,\-, .I •• ＇ 
← I ， 

束―永・殺 I 統 砂 ．烏intu ＇，

恨l I 大 伐 萬糾�u ＇ 

蝉 I 大人参 萬射闘 ， ．烏），1'.[lll
殺 I 紺 雰 萬1雌II

交趾殺 沈 香 ” ,\-、、 ._-,·,. ， 
肉 桂 ｝硲甜闘 島J,i'..UU， 

I
甘 遂 ;,:u;� 西肌l ＇ 
巴 豆 ;, 渕紺闘 ， ， 
附 子 島即肌l ， 

殺 麻 黄 烏↓,:.au ， 
I 々磨 香 .1.:jJ,(.Oしl ' ＇ 

大丁子 紫 --�
- ， 

阿l凱't.発
根榔子 ．烏1，、(UU ， I 

これによれば、 配合されている梢物性薬種39味のう

ち和逝が25味となっており、 和産薬種の占める割合

が高いことがわかる。 本史料が前述のような目的で

県へ提出されているものであることを考えると、 そ

の内容にI:¼!する信惑性は邸いと考えてもよいだろう。

2. 加賀藩による産物調査書における記載

それでは、「売薬薬方明細JI'巧能：，l j:」に「和産」と

記載された植物性薬種（以下、「和産菜種」と記す）

には、 加質甜領内で採取されたものは含まれていた

のであろうか。

当該史科に名を辿ねる宮竹屋の薬種仕入れに1月し

ては、「亀田氏旧記」 ．＂ に記載がある。 それによれ

ば宮竹屋は、 大坂薬種中買仲間である平野屋や小西

伊兵衛より和薬種・店薬種を仕入れていた様子が伺

える ,I) 。 しかし、 薬種名の記叔はなく、 どのような

和薬種が交易によって領外からもたらされていたか
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は不明である。

また、 前述のように、 管見の限りでは、 村方に残さ

れた文占史科中にも、 どのような薬京を採取し、 出荷

していたのか、という記載は今のところ見あたらない。

そこで本節では、 加賀溜が領内の植物の分布状況

などを濶究した産物性に、「和涯薬種」がどのように

記されているかを湖べ、「和涯菜種」が領内に分布し

ていたのか、 また採取され流通していたのか、 分析

してみたい。 まずは、 函査の対象とした史科につい

て、 その制作年代．梢成・内容などについて述べる。



①加能越所産薬種考 C
,)

外起は「加能所進菜種考 単」、 内題は「貞享乙

丑森］下旬調をく 脊叔 玄悦 恭順」「（付箋） 薬

種考」「（付箋）異亡ノ四十六 啓家ノ部」「加能越

所涯薬種」とある。 貞享2 (1685)年に、 湘医の堀

部養叔・山脇玄悦・坂井泰順の3名それぞれが、 領

内で産出する薬種を・占き 上げたものである。

本文は、 まず堀部の記載で始まり、「加陽」涯38

味、「越中」涯15味、「能州」産5味の社58味（巫複

を含む） の列挙後に、「私常用申薬種」としてその

内の13味を別記し、 さらにその後、「加協」産109味

を刀涵被 仰出候二付杏加之」 ている。 次の山脇の

記載部分では、 初めに菜種10味を別記し、 産地を漆

．， 杯している（ 別記の理由は不明）。 その後に越中産

6味、 石川能美両郡産57味、「 御裳地二御座候得共出

所不奉存候 」もの55味、「所：；［｝：出之外見筵之迎・；い付

之申」もの36味を列記している。i立後の坂井の記載

部分では、 金沢の菜種裔、 能登屋八右衛門から聞き

取った 内容に基づき 、「卿部」「殻部」「菜部」「木祁」

「生類部」「土石部」という分類別に薬種202味を列

記し、 それぞれの産出国 名、 学問的な分析、 流通に

＼母する·\•j'j'報などを記している。

管見の限りでは、 加賀湘による最も古い薬種調査

苫である。

② 「享保七年 越中物産記J (「松雲公御手澤辿苫』

巻下所収） ＇；）

「松雲公御手澤辿書1は、 松雲公（ 前田親紀）と

何らかの1月係がある（と思われる）史料7種を上下

の合冊にしたもの。 下送は「享保七年越中物瓶記」

「正徳二年砺波郡社号記」「享保二年越中国福野村鋳

物師記」 の3史料からなる。 外題には「下巻 松虚

公採狛記録七種」「松雲公手澤辿：；�::」とある。

障保七年越中物涯記」には、 16種の薬草と「薯

種類」の彩色絵形が描かれている。 表紙には「松広

公御手澤造・＇ ！｝ 五」（付箋）「とり付六十二枚／紙数六

十五枚／（朱苫）此枚数 J ヽ鋳物師記／卜合併ナリ」

磁藤ii'/]-/越中加賀箔領における茨:t;,:の採取と流j直についての一考察

とあり、 内俎には「越中物産記」とある。 本史料に

は採 取箇所などの記戦はないが、 見開きと中扉に、

享保7 (1722)年に、 硲府派造の採薬使として越中

を訪れた野呂元丈らに同行した5名の名前が薬草見

習人として記されていることなどから、 本史料はこ

の時の立山での採薬記録と考えられる ；＇ 。

③越中所々見分仕候品々杏上血長（『享元襄餘志」巻

二 所収）

④御領国 産薬種，見日上申販（同上 巻三所 収） SI 

『享元}}_邸餘志』は、 享保・元文期に加質湘によっ

て行われた産物調査を18冊にまとめたもの。 内山筵

仲・稲新助の編築ともいわれている。

「越中所々見分仕候品々苫上帳」 は、 巻二に収録

されている。 内題は「越中三郡之内 内山筵順 杉

谷（が文左衛門 相廻り筵・芥／越中所々見分仕候

品々苫上帳」とある。 内山筵順（ 稲生若水の四男で、

内山筵仲の投子となる）と杉谷文左衛門が、 越中の

加質紺領にて実地謂査を行い、 分布する植物を古き

上げたものである。 ただし、 彼らの実地見分の行程

等は記載がなく、 不明である。構成は、 序文の後に、

虞頷」65品、「蕊譴」31品、「水草類」40品、「砂

草類」 9品、「海箪類」5品、「雑草頷」 168品、「雑木

頑」llS品、「菜類」31品が苫き記され、 その後には、

質疑応答の形で、 領内の自然・産物に関する内容が

41項目記され、 その中で15種の菜章が取り上げられ

ている。 また 、 本文中には朱杏が多く芥き込まれて

おり、 そのほとんどは「新」「射」「目桑村」 など産

地を示すと思われる内容である。

「御領国 産薬種
―
占上申1µ長」 は、 巻三に収録されて

いる。 巻頭の目次には「享保二十年九月／御領国産

菜：；り上申帳」、 内題には「享保二十年／御領国産菜

種苫上申Ij股／九月」、 本文 ＇直頭には「御領国 出之菜

種」とある。 こ の杏上阪は「鶴来屋平右衛門」 が、

享保20年9月に「産物御奉行所」に提出したもので

あるが、 鶴来屋平右衛門という人 物の索性について

の記載はない。 本文では、 加賀湘領内で産出する薬
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種146味（動物性15味を含む） そ れぞれの渓名 、産

出地（「三ヶ国共二在之候」「畠固二在之候」など）、

国ごとの呼称が列挙されている。 本史科にも 朱：心が

多く施されているが、その内容のほとんどは、薬．亨

の呼称が方口か、他地域でも迎用するものか、 とい

う点についてである。 なお、「享元塵餘志j巻十一

の 「御領国在之薬杜」は、全く同内容の史科である。

⑤郡方産物板 六 新川郡＂

元文3(1738)年に完成した「郡方産物帳］の写

しで、文化9 (1812)年に作成された。 表紙題箋に

は 「郡方産物帳 新川郡 六」 と閑苫され、その右

idに 「文 化九壬申十月廿七日出米Jと 朱：;�tされてい

る。 内逍は 「元文三 年／産物軟／新川郡 」と ある。

新川郡で産出する天産物を古き上げたもので、 投類、

菜類、冴と類、菌類、辺土百姓給物類、 花坑類、木類、

竹類、島類、限類、魚類、 螺類、虫類、蛇類、石土

水火類の項目ごとに列挙されている。 梢物について

は、和名 、外賎の特徴、花や実の時期などについて

記叔され、多くの場合、漢名 が朱で添：占されている。

⑥越州産物軟 巻三 101

『越州産物板jは文化10 (1813)年に8巻で成立

したと考えられる。 そ れは、現存する各巻すべてが、

俎箋に 「越州産物板」と渇，りされ、その右）けに日付

（年号は全て文化10 (1813)年 ） が品されていること

によ る。 現存しているのは、五投部（巻 一 ）、菜

部・果部・菌部• 海京部・辺土百姓給物類（巻二）、

序部（巻三 ）、魚部．螺部（巻六）、虫部・蛇類（巻

七）、石土水火部（巻八） である。 内容 は元文三 年の

郡方産物板と類似している項目が多く、その記述を下

敷きにして品載されたと思われる。 巻三の京部では、

いろは順に梢物名 （主に和名 ） と花や実の時期などが

堺；1:: され、淡名 や産出郡などが朱苦されている。

⑦砺波郡草木土石産物迫柏川渕深沼所 等：，岱上申帳

(f加越能山川旧跡志」巻四所収）
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⑧射水郡之内卒木産物川々沼田所等：�:=上申板

⑨新川郡之内京木産物川々沼田所等杏上申帳（以上、

同上巻五 所収） 11' 

いずれも宝歴14 0764)年2月に扶持人十村の辿

名 で杏き上げられており、現在は明治期の写しが残

されている。 坦名の通り、 各郡内の産物、迫路、柏、

川、沼 などが詳細に：占き出されている。 ただ、梨的

には道、川、捻沼に記述の力点が岡かれているよ

うであり、薬京にI¼! する記載は少ない。

⑩三薮名物志 巻一 111

外題・内題と も に「三國名物志」と ある。 見開き

部分の「森田平次窃」という朱占から 、明治期の写

しであることが分 かる。 加越能三ヶ国における植物

（巻一） ．動物（巻二）の漢名• 和名・分布につい

て記したもので、二巻とも 、そ れぞれ和名のいろは

順に並べられている。 箸者名の記載はないが、村井

長世(19世紀前半に加質湘産物方主附と して産物政

策を主@)に仕えた本翔学者の坂（阪） 元似（号は

龍吟滋）の若である。 これは、本史科と全く同赳・

同内容 をも つ国会図苫館蔵本（特1 ー31)や杏雨苫

屋蔵本（「加越能三州産物：
ー

�::」のうちの1冊、杏

4828)が、同様に若者名の記叔はないものの、いず

れも 「泥吟堂蔵・←性」と版心に刷られた用箋に記され

ていることから判断できる。

⑪砺波郡産物之品々：料上申帳（「三州地理雑誌j巻

六 所収） 131 

文政5 (1822)年4月に十村3名の辿名 によって

古き上げられたもので、現在は明治期の写しが残さ

れている。 郡内の産物が項目立てのないまま性き上

げられているが、「黄述J「大黄」「牡丹」 「桔梗」「な

もみ」「しやくやく」「ば＜も んとう」「そ うしゅっ」

「半夏」「ういきよう」「てんも んとう」「さいこう」

「ぶくりやう」「枝ぶくりやう」「しやうま」「しやせ

んし」「しそ う」「さんしよう」「にんとう」「山紺米」

「さんさ し」「こう骨」「とうき」「さいしん」「きこく」



という薬平25種が一 まとまりで品されている点など

から、 一定の分類に従って：, 1 :: かれていると思われる。

さて、 それではこれら①～⑪の史料中に、「和産

薬種」はどのように記されているのだろうか。 記叔

文口の一 虹は布•;;j末に付表として叔せることとし、 こ

こでは筒単にその記叔の有無を示しておく。

表2 史料①～⑪における「和産薬種」記載の有無

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ：邁t9) ⑩ (IJじ
廿木香 ゜ ゜ ゜ ゜ 。 1 ゜

1紺 述 ゜ ゜ ゜ ゜ 01010 ゜ ゜

I iili' 紺 △ ゜ I △ 
/II ぢ △ 口 ゜

干 妥 △ 口 ゜

,:e i条 ゜ ゜ ゜ ゜ 口 ゜

桔 梗 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ OI 
桑(1皮 △ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

玄 参 ，ロ
甜I]辛 ゜ ゜ ゜ ゜

山 椒 △ ゜ ゜ 口 ゜

芍 菜 ゜ 口 ゜ ゜ ゜

升 麻 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ □ ゜

1i•i 胡 △ 口
隙 皮 △ 口 ゜ 口 ゜

天南星 △ ゜ ゜ ゜
I 

D 

天 麻
,M "', f,1; ' ゜ ゜ ゜ 0 1 ゜ ロ ゜

泌ii.i\il\'J-/越中）)□鉛砂iにおける必州の採収と油遥についての一考寮

① ② ③ ① ⑤ ⑥ ；遠⑨ ⑩ 

半 夏 △ i 010 ゜ ゜

萩 苓 ゜ 010 ゜

防 風 △□ iO ゜ ゜

紫 苑 △ lo ゜ ゜ ゜ 口
光 活 ゜ ゜ ゜ ゜
ー7,,こ. -化＇ l 口
芯J裕子 △ I 口

(0は、 越中加質湘領に分布する旨の品載があること、 △は、
越中以外（加質・能登）に分布する旨の品叔があること、 口
は領内に分布する旨の品載はあるものの、 発出国が未品i戊の
ものを示す。）

これを見ると、1『木香、 黄蓮、1ili'黄、 川芯、 ＇：迄漆、

桔梗、 桑白皮、 細辛、 山椒、 芍薬、 升麻、 1棟皮、 天

南品、符；姑、 半夏、 萩苓、 防風、 紫苑、 光活の19種

は越中に分布する旨の記載が、 玄参、 前胡、 究

花、 序枇子の4種は越中とは確認できないが加質湘

領内には分布する旨の品戦が見られ、 天麻以外の全

ての薬種について品戦が確認できることとなった 111
0

また、 w木香、 黄述、1iif黄、 桑白皮、 半夏の5種

については、 流辿ル ー トに乗っていることが記され

ているが、 黄蓮以外の4種は、 加賀（加）+I)函のも

のに関する記叔であった。

3. 加賀藩の薬草統制策に見える「和産薬種」

さて、 薬了；(の採取・流通に関する記載は、 加質湘

が行った薬］界の生韮・流通統制策に関わる史料中に

も、 決して多くはないが見ることができる。 そこで

本節では、 加質湘の薬京統制策の概略を見ながら、

そこに「和産菜種」がどのように記載されているか、

見ておきたい。

加賀滞によ る 薬:;:;T統制策 の史料初見 は文化11

(1814)年であり、 文久期までは、 在地の医師・商

人らに薬草の尖荷·t予理を任せる政策が断続的に行

われたことが確認できる。

まず、 砺波郡．射水郡においては、 同年4月、 金

沢町裔人「願行寺門前たはこ屋太兵衛」ら5名によ

る 「買狛所相立、 他国洩等無之様致度旨」という顧

いが,mき入れられ、 湘は彼らを「加州三郡）t越中砺波

射水御国産薬種取締主付」に任命している 151。 さらに

同年10月には、「他国洩」や「直売直買」の禁止を目

的に、 新たに能美郡•石川郡・河北郡．砺波郡．射

水郡に「薬種下締買梨所」を設岡している叫こうし

た制度がいつまで継続したのか、 はっきりしたことは

わからないが、 文政3 (1820)年に射水・砺波両郡の

「御国産薬種主附」に任命されていた「金具屋次兵衛」

「新庄屋弥右衛門」を「見込と迩不都合之趣」によっ

て罷免した、 との記載が見られる 17) ため、 少なくとも

この頃まで継鋭された可能性は指摘できるだろう。
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ただし残念ながら、こうした砺波・射水両郡の統

制策に1月する諸史科には、流通した其体的な薬種名

は品載されていない。

ー方、同時期の新川郡では、①立山山中での採薬

を裔人の乱i負制とする、②買狛所設i府に山方の村々

が反対し自由販売となる、と砺波・射水両郡とは区

別されて統制を受けていたことが確認できる。

①については、まず同年3月、金沢町の薬種尚で

ある中屋（弥兵衛）が、祖既谷に明界の採掘を願い

出、産物方主附であった村井長世から許可を受けて

いる·�。また、 6月には「金沢町医者」である「城川

哲舟」が「御国産薬種取締主附」に任命され、「彼山

向寄之村々ち二十人斗」を率いて山番の「片手稼」

に「黎布」（別箇所では「1蘭布」）を掘り取ることを

頻い出、やはり村井長世から許可されている,�,。ただ、

上記の史科にも、 やはり「和産薬種」に関する臭体

的な記載は見られない。

表3 「立山苓草根木皮等過分二掘出シ申村々」

と採取薬種
（天保六年十一月「立山苓草根木皮等過分二掘出シ申村々狩
人ホ豫舌記シ申上候」（「産物江戸方御用留 二j全沢市立玉
川図舌館（加越能文Jill)蔵）より作成）

地域 村名等 I 品叔内容
飛州堺 猪谷等村々 猪捕申候並狩人罷在餃、且硲根 ・

1
I 

)!, 枯卜等品々
\:l.i棟山

，孤IF紅日 奥野山

水次（須力）
布糸
双�i谷沿波村等六ヶ山

I
立山下小見村

屯谷村
I \IJ;(ネ・J·

本臼村
中地山村
岡田村
芦lbfl'
栃i It村
千垣村
柚江村等
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必根. J以朴等品々
熊猿猪捕申並狩人泄在候、且紺述 ・

災苧(�:和力）．貨浴・山薬・竹節人
参 ・ 白求等其外品々
熊猿猪等其外菜：＇罪品々右[ti]断
右届l断
右ioJ断
右1,;J断
右同断
,; 認肛；,: 品々
右同断
右岡断 I 

右同断
右向断
右同断
右同断
右同断

地域 村名等 品叔内容 ！ 
白岩谷 •長介山 熊猪狡捕申候並狩人罷在候、其外 I

山方 語菜:,·;,: 品々
城1i1i村 右1,;J断
芦見村等 右詞断

大岩山 没生村 右!uJ断
柏谷村等弐ヶ村

同下 大松村等六ヶ村 ,;t;! 総：,·;,: 品々
中谷 種村 熊猪捕申並狩人1i既在候、其外，渚薬-'_,.,'_-uロu々

千石村 右同断
同下
稲村等村々 紫胡・,j,j胡．独活・疫（光力）活

等語菜：［れ品ノ:
立叫汲 伊折村 熊松猪捕申候狩人泄在候、其外，渚
早月谷 菜：1店品I,

迷沢村 右同断
下田村 右同断

早月中村等三ヶ村 右同断
中谷 五位尾村 杏仁・桃仁等諮藻:,·;,: 品々

長谷村 右同浙
'..1.',/11村 右同断
胡,·方芯村 右位］断

束早月 1足谷村 熊猿猪等捕申候並狩人罷在候、其
外，渚茨：,·; 「．品々

河原波山 右ド］断
大熊村 右j,;J断

角川谷 松危山 右同断 I 

鹿熊村容六ヶ村 右,,,.]断、狩人多罷在候
片貝谷 山女村等三ヶ村 右同断
布施谷 尾山村等六ヶ村 熊松猪捕申候並狩人i'i詔在候、其外

澁楽}','(品々
應品谷村 笠破村 右同断 I 

内山村 右J,;J断
乙沢村 右同断

小川入 山崎村等三ヶ村 熊松猪捕申1炭並狩人罷在候、其外
並ひり谷 澁叡'(品々 I 

笹川村等村々 uヤ11.:ぷ,r,:-・'"i '・·DロII たヽ

越後堺 大平村 U- IJ�.,Mw·• ,"1 i·IJロ口,,..、

続いて天保6 (1蕊5)年、新川郡束岩瀬村の上野屋

源七と小松屋金右衛門が、「立山栢窄根木皮等過分ニ

掘出シ申村々」の名曲とそこから産出する薬種の:�1 ::き

上げ（表3)とともに、「立山下等谷々村々6掘出候

生薬種」を狛荷する問屋を岩瀬に設骰することを顧い

出ている呵）。さらに、これを受けた産物主附御銀才

許の一 丸甚六は、鈴用場においてこの問屋の設骰を

建議している�I I。この一件は、新川郡内における薬

芍．の採取・流通に関して詳細に述べた数少ない事例

であるので、以下にその概略を述べておきたい。



上記の映願：占2通の内容は、 概ね以下の通りであ

る。 新川 ・ 射水 ・ 砺波の三郡には約1500~1600名の

売薬商人がいるが、 彼らが取り扱う薬種は全て富山

の菜種裔より買い受けている。 立山の谷合の村々か

らは多くの薬草が採取されているが、「是迄新川郡

射水砺波三郡方誰買入候者も無御座」状況であった。

そのため、 薬草などを掘出した 者は他領へ持迎び、

他国他 領 の尚人 に安値で 買 われ て い た。 ま た 、

「谷々村々」は「齊先へ手辿」で不便な ため、 他国

他領へ持ち迎ぶ場合もあった。 そこで、 岩瀬に「薬

種姦買店」を、 返Iii"社地には「出張店」を設骰 し、

「新川御郡薬草掘11狩人共都叫収扱ノ品、 右薬種店ヘ

哀出、 他国他領へ堅指出不申様」にしたい。 そうす

れば、 越中三郡の売薬商人は岩瀬から菜種を仕入れ

ることができる上、「御国用余分」は江戸の舛屋七

左衛門、 大坂の鑑屋善兵衛を通して売買できる。

「立山等ノ禁谷々之義羹太ノ:�JS・ニ1(1i、 何品ニii'liも結梢

成薬種等ニテ、 何国二も望人多有之」ため、 大きな利

益を上げることができるだろう。

結局この計画は、 翌天保7 (1836)年に、 十村15

名の辿名で以下のような申し出が行われたことによ

り、 保留になったと思われる（これ以降、 この件に

閃わる史料は見られないため）。

（前略）則薬京掘出候村々詮議仕候所、 右梯問屋

等相建候而ハ、 涵捌方手詰二相成、 品迄直段l湖合何

方へ成共高直二買入候者へ四渡来候虐、 以後直段

押付可申下々甚迷惑仕候義二御座候間、 是迄之通

村々勝手咋団捌候様奉願上候段申間候（後略） :!!I 

さて、 上記の表3には、「和産薬種」のうち、 黄

嘉藤ij:'J-/越中加賀紺領における茨：1.れの採取と流迎についての一考寮

蓮• 発活• 前胡3種が含まれている。 上記の1崩願占の

記述によれば、 これら薬種は領内で孟要がなかったこ

とになるが、 この点に1月しては、 梨荷問屋を設[?,:しよ

うとする側の言い分であり、 文言通りに受け取るのは

問題があると思われる（そもそも'll要がないのであれ

ば、 梨荷問屋を作る意味もないはずである）。 よって、

これらの薬種がこの頃、 新川郡内で採取され、 流通ル

ートに乗っていたことはほぼ間迩いないと思われる。

さて加質湘は、 元治元(1864)年、 金沢に薬種会

所を設岡し、 領内で採取された薬菜全てを各地に設

けられた会所に染荷し、 領内での必要分を確保した

後に「国内不向」の薬種の領外移出を認める、 とい

うシステムを作る。

その詳細は先行研究に譲るが231 、 本稿で注目してお

きたいのは、 こうした政策が本格的に実施される直

前の同年4月に、 諸郡産物方御用主付の石111奇市右衛

門ら4人が辿名で、 産物方に行った提言である叫＂。 そ

の内容は、 新川郡の山方では、 升麻．光活・独活 ・

葛根•木通・忍冬・黄筈・竹節人参．瓜呂根・半夏

が採取され、 魚津・沿川・上市や富山に売られてい

る。 しかし、 新川郡の山方は広大であるので、 土洗

人を骰いて地産に努めるべきである。 ただ、 富山に

近い「大田組飢組高野組山方」では若干の薬種を窃

山で光って「日用飯米代等」にしており、 これにつ

いては従来通り認めて欲しい、 というものであった。

この提言には、 光活・升麻 ・ 半-以という3種の

「和産薬種」が含まれている。 採取禁などについて

は不明ではあるが、 その採取が行われ、 魚津・滑

川 ・ 上市や窟山に出荷されていたことは、 問辿いな

いであろう。
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おわりに

以上、「売薬々方明細ii'巧能：心」における「和産薬

種」が、越中加質甜領内で採取されていたのか、ま

たそれらは流通していたのか、という課題について、

加質湘の産物調査：苫、薬耶統制1妬辿の文：，胆史料を俎

材に分析してきた。 史科的制約から、明らかにでき

たことは決して多くないが、ほぼ全ての薬種が産物

調査内に記載されており、領内における分布が確認

できたこと、また、裟述、光活、・1�,j胡、升麻、半夏

については、産物湖究：内もしくは産物統制策史料に

おいて、越中産のものが流迎している旨の記ii説があ

ったことなどは確認できた。

1)甜山県［立山怖物館］殷示解

品，
1 :: f薬京と加賀湘一立山から

百味箪笥への追を探る ー 」（富山

県［立山柚物館］、2008年）。

2 )石患糾六氏蔵。

3 )金沢市立玉川図：内館（加越能

文/,JO蔵(16. 62 - 121)。

4 )「安永十年正月 加fl、1等下し物

店和菜種斤j•.':j代銀：；1:: 上帳」 <r金

沢市史 査料紺七 近世5 j (金

沢市、2002年） p 317)、「3笠政四

年五 ． 六月 大坂間屋類焼見舞

等に付筵，1::」（同上、p319)。

5)金沢市立玉川図：内館（加越能

文邸）蔵(16. 76-14)。

6 )金沢市立玉川図：内館（加越能

文｝．れ）蔵(16. 01 -7)。

7 )詳細は、 正柏剛二「盆山県立山

栂：物館場査研究報告，':C 近世後期

における本:.·れ学史上の立山につい

て」（富山県［立山栂物館］、1999

年）、吉野俊哉「2斧保7年立山・

黒部奥山での硲府採薬使による菜

了；［見分について」（「研究紀要Vol.

6J所収、 窪山県［立山怖物館］、
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本京学者、小野面山は「本京綱目啓菜jの中で、

越中産の黄述が「加質黄迎」の中に含まれ、流辿し

ていることを述べている。 今後は、こうした本序学

者による記載や、本稿で瀾査対象とできなかった産

物苫や産物政策に閾わる留：苫などもさらに湖査し、

本稿で設定した課題をさらに深めていきたいと考え

ている。

註

1999年）、拙稿「加賀湘の薬ホ政

策と 立山」（前掲屎示解説，
I ;-所収）

などを参照されたい。

S)金沢市立玉川臣I};-館（加越能

文fol,'.)蔵(16. 70-7)。

9 )金沢市立玉川図：,i;: 館（加越能

文｝！ド）蔵(16. 70- 8⑥)。

10)金沢市立玉川lざ1=. 1 :=館（加越能

文｝庫）蔵(16. 70-17)。

11)金沢市立玉川柊1=内館（加越能

文耶）蔵(16. 84-22)。

12)金沢市立玉川役i:, 1 ;: 館（加越能

文卯）蔵(16. 70 -22)。

13)金沢市立玉川図・ 1 序館（加越能

文耶）蔵Cl 6. 60 -124)。

14)ただ、本稿3節において示す

ように、前胡については加賀甜

の薬京統制にI刈する 史料におい

て、 越中での分布が確認で きる。

また、天麻も、村井長世（加質

湘の年寄で化政期に殺物方主附と

し て殺物政策を主祢）の蔵位であ

った「加）-Ir•�· 「木硲生印（西尾市

岩瀬文l収蔵）に、立山山麗の芦前

寺で採取した品録が残され てい

る。1lri掲展示解必�;-参照。

15)文化十 一 年四月史料（新i掲

「金沢市史J p 98)。

16) (文化十 一 年 ）戌九月史料

（「富山県史 史料編l\「 近世中j

（富山県、1978年） p 653)。

17)「小堀八十太夫、 薬種近上銀に

つき触:;1r-」(『井波町 史 下径j

（井波町、1970年） P 360)c 

18) 19)文化十 一 年六月史科(L'.I�

部奥山御用筵板 越中新川郡三

位組j巻上（富 山限立柊j:, I卜館

（中島文W)蔵 Nl2-14))。

20)天保六年十 一月「立山下等谷々

村々ち掘出候生染種岩瀬二おゐて

買入問屋相建候仕法：, i ;:」「立山菜

J',',: 根木皮等過分二掘出申村々狩人

等i:t,如虚シ申上候」 er産物江戸方

御用留j咎二（金沢市玉川図，1;:館

（加越能文J,l,:)蔵 16. 70-33))。

21)未十 一月史料 rnHl:.l rm物江

戸方御用留j咎二）。

22)申四月史料C-1前掲R殺物江戸

方御用留j券二）。

23)田畑勉「文久．）如応期における



如篠潤 一／越中加質瑞領における妬．—,罰の採取と流迎についての 一名察

産物政策について」（「日本歴史j

299号、吉川弘文館）、田中：�·{-男

「安政 ・ ｝羹応期の産物政策」（「近

世産物政策史の研究」所収、文献

出版、1986年）、前掲拙秘など。

（「泥物方御用留」巻二（金沢市

玉川図：占館（加越能文lぶ）蔵

16.70-38))。24) (元治元年）子五月十日史料

参考文献

井波町史編邸委員会編「 井波町史 下巻J (井波町、

1970年）

金沢市史編さん委貝会編「金沢市史 脊科編7 近

世五」（金沢市、2002年）

富山県編r証山県史 史科編w 近世中（加質瑞下）」

（窃山県、1978年）

冨山県編「富山県薬業史 通史」（富山県、1987年）

正柏剛二『窃山県立山栂物館湖究研究報告ば 近世

後期における本京学史上の立山について』（富山県

［立山栂物館］、1999年）

吉野俊哉「享保7年立山・黒部奥山での硲府採薬使

による薬京見分について」（「研究紀要Vol 6 J所収、

富山県［立山t惑物館］、1999年）

同 「立山を訪れた硲府派造採薬使 享保7年、

16年の薬草見分にl対する「為筵通聞記』 の 記述から」

（『研究紀要Vol.7」所収、富山限［立山t恵物館］、

2000年）

田中滋男「近世産物政策史の研究』（文献出版、

1986年）

村上泊造『富山市薬業史」（邸山市尚工労働部薬業

課、1975年）

木島正夫・柴田承ニ ・ 下村孟．束丈夫『脱川 薬用

植物大事典」（炭川性店、1978年）

木村拗二郎監修「図説 翔木名放辞典』（柏：内房、

1991年）

木村康ー •木村孟淳『全改訂新版 原色日本薬用梢

物図鑑J (保育社、1987年）

伊澤ー男「薬平カラ ー大事典」（主婦の友社、199Sif)

小野曲山『本京綱目啓袋J (1) ~ (4) (平凡社 （束

洋文庇）、1992年）

「売薬々方明細井巧能書」翻刻

【凡例］ ・史料中の〇は、判；況ができなかった文字を示す。
・史科中の●は、1以文における塗りつぷしを示す。

・翻刻中の斜体は、朱で点が打たれている箇所を示す。

（表紙）

（右端に）「細川（丸囲み）」の朱占

団俎薬々方明細井巧能：苫

（策一丁裏は、記載なし）

（第二丁 表）

萬病闘薬方井岱時買滋明細：苫j芯
ー 府香 本口／極品 五銭

（朱斜森）（未 ，
I;)双

一 銭二付磁時原仮凡銀弐百四十斐外薬品江

据交合ス則五匁原似凡銀壱〇弐百目

大人参 朝鮮産／極品 五銭

掛目四匁二付窃時原仮凡銀三百目細末一或

割目方ヲ減ス則五匁原仮凡銀四百拾六匁

二分五厘

牛黄 和産／極品 五銭

掛目四匁二付岱時原債凡銀弐百四十目外薬

品汀．拐交合ス則五匁原伯凡銀三百目

黄客 朝鮮産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原伯凡銀二十四匁粗（力）皮

去細末ニメ三割目方減ス則二 匁三分原似凡

銀四分七厘九毛五（ 朱古）五
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完花 和逝／極品 二銭／三分

一斤二付腐時原頒凡銀三十二匁細末ニメニ

割目方ヲ減ス則二匁三分原偵凡銀五分七

厘0四

函餘柑 和産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原頒凡銀六十目紺l末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁三分原債凡銀一匁 一分

九厘八毛八七万

X C:l<.'n 

辰砂 和産／水干 二銭／三分

一斤二付裳時原栢凡銀十六匁細末ニメ弐割

目方ヲ減ス則弐匁三分原仮凡銀二分八｝厘

五毛二

雄黄 衷京／極品

掛目四匁二付岱時原債凡銀拾匁細末ニメ半

目ヲ減ス則二匁三分原伯凡銀十一 匁五分

川苫 和産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原債凡銀十六匁細末ニメ目方三

割減ス則二匁三分原頒凡銀三分一厘九毛七

（第二丁 哀）

蒲質 和産／極品

一斤叶寸岱時原伯凡銀十六匁外薬品iェ交合

ス則二匁三分原傾凡銀二分三座

苑
紫
菜

，
 

ト．，，
 

••
 
‘

 
パ
,
9
,

 

和涯／極品

二銭／三分

二銭／三分

二銭／三分

一斤二付岱時原傾凡銀十二匁細末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁三分原似凡銀二分三厘

九毛七七五

臨飯 和産／極品 二銭／三分

一斤二付裳時原伯凡銀十六匁細末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁三分原伯凡銀三分 一 厘

九毛七

防風 和殺／極品 二銭／三分

一斤二付裳時原仮凡銀十二匁細末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁三分原仮凡銀二分三厘

九毛七七五

大戟 朝鉾涯／極品 二銭／三分

掛目四匁二付岱時原伯凡銀四匁細末ニメ三

割目方ヲ減ス則二匁三分原栢凡銀三匁 一

分九厘七毛

掛目四匁二付岱時原似凡銀四匁八分外薬品

ii'. 交合ス則二匁三分原依凡銀二匁七分六厘

巴豆 淡産／極品 二銭／三分

一斤二付磁時原伯凡銀二十目細末ニメ半目

方ヲ減ス則二匁三分原頒凡錢五分七厘五毛

細辛 和産／極品 二銭／三分

一斤叶寸筍；時原伯凡銀十二匁細末ニメ三祖j

目方ヲ減ス則二匁三分原債凡銀二分三厘

九毛七七五

（策三丁 表）

前胡 和産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原傾凡銀十二匁細末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁五分原伯凡銀二分三厘

九毛七七五

肉桂 交趾産／極品 二銭／三分

一斤二付露時原似凡銀四十目祖皮去細末ニ

メ三割目方ヲ減ス則二匁三分原伯凡銀七

分九厘九毛二五

桔梗 和産／極品 二銭／三分

一斤二付'L芯時原仮凡銀十六匁細末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁三分原伯凡銀三分 一厘

九毛七

芍棄 和産／極品 二銭／三分

一斤二付裳時！原似凡銀十六匁細末ニメ三名lj

目方ヲ減ス則二匁三分原領凡銀三分一 厘

九毛七

干姜 和産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原栢凡銀十二匁細末ニメ三割

目方ヲ減ス則二匁三分原伯凡銀二分三厘

九毛七七五

黄迎 和産／極品 二銭／三分 萩苓 和産／極品 二銭／三分
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一斤二付窃時原傾凡銀六十目細末ニメニ割

目方ヲ減ス則二匁三分原伯凡銀一匁0六

厘 九毛五

桑白皮 和産／極品 二銭／三分

（ 未 ，•, i -S・ク

一斤叶寸岱時原領凡銀十六匁細末ニメ三祖l

目方ヲ減ス則二匁三分原傾凡銀三分一厘

九毛七

■ &.: 子 和産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原仮凡銀二十目細末ニメ三:;i,1J

目方ヲ減則二匁三分原似凡銀三分九厘 九

毛六二五

山椒 和産／極品 二銭／三分

一斤二付岱時原領凡銀七十二匁細末ニメニ

割目方ヲ減ス則二匁三分原似凡銀一匁二

分八厘三毛四

（第三丁 裏）

甘遂 漢産／極品 二銭 三分

一斤叶寸窃時原f'.i'(凡銀六十目細末二1=収j

目方ヲ減ス則二匁三分原傾凡銀一匁六厘

九毛五

冗角 阿 1副他産／極品 三銭／三分

拾目四匁二付裳時原伯凡銀百五十目鮫皮ニ

テ摺卸シー割目方ヲ減則三匁三分原似凡銀

百三十七匁三分六厘二五

鼈甲 和産／極品 三銭

一斤二付党時原仮凡銀三十八匁細末ニメ半目

方ヲ減ス則三匁原依凡銀一匁四分二厘五毛

乾漆 和逝／極品 三銭

一斤二付臨時原似凡銀三十二匁細末ニメ三

割目方ヲ減ス則三匁原似凡銀八分三厘四毛

穿i―jr 淡産／極品 三銭

掛目四匁二付砧時原傾凡銀一匁 八分細末ニ

メ半目方ヲ減ス則三匁原傾凡銀二匁七分

白蜜 和産／極品 百二十目

一斤二付岱時原債凡銀二十目〇薬品江練合

ス則百二十目原慨凡銀十五匁

如距l','1-/越中）j[I質乱詮1! における深窄の採収と流辿についての一名察

目方メ弐百0二匁五分製煉仕上り

原仮〇弐買百0壱匁七分八厘六毛壱 七五

但シ目方拾匁二付原伯凡銀百〇三匁七分九厘一 九

（第四丁 表）

一 目方拾匁二付入器能紙原債凡銀壱匁五分

原仮合銀〇百0五匁弐分九厘壱毛九絲

（朱； 1n oー 目方拾匁二付傾金弐両壱歩四

（木況でil'i.!:cl
ー 駁々在々卸似目方拾匁二付金弐両壱朱

惣差引シテ凡銀拾八匁四分五厘八毛壱絲 利益

（第四丁裏は記載なし）

（第五丁 表）

紫‘五築方井磁時買西明紺l芯筵

寒水石 和産／極品 十六銭

一斤二付岱時／原倣凡銀六匁細末ニメニ割目

方ヲ減ス則十六匁原伯凡銀八分三厘四毛

石無 和産／極品 十六銭

一斤叶寸岱時原仮凡銀三匁細末ニメ三割目

方ヲ減ス則十六匁原債凡銀四分一厘七毛

磁石 和産／極品 十六銭

一斤二付裳時原仮凡銀十六匁細末ニメ半目

方ヲ減ス則十六匁原仮凡銀三匁二分

沿石 和産／極品 十六銭

一斤二付岱時原栢凡銀十二匁外薬品iJ:交合

ス則十六匁原仮凡銀壱匁弐分

鈴羊角 阿1
U
J他産／極品 一銭／七分

掛目四 匁二付岱時原伯凡銀四匁鮫皮ニテ危fl

ー割目方ヲ減ス則一匁七分原似凡銀一匁

八分八匝七毛

胄木香 和産／極品 一銭／七分

一斤二付岱時原依凡銀二十目細末ニメ三割

目方ヲ減ス則一匁七分原仮凡銀二分 九厘

五毛三七五

犀角 阿l面他／極品 一銭／七分
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沈香

一斤二付岱時原仮凡銀百五十目鮫皮ニテ卸

ー割目方ヲ減ス則 一匁七分原仮凡銀七十

目0七分六厘ニー五

交趾産／極品 一銭／七分

掛目四匁二付岱時原仮凡銀十匁細末ニメニ

割目方ヲ減ス則一 匁七分原傾凡銀五匁二

分七厘

（第五丁 裏）

大丁子 阿曲他産／極品 五分

→— 矢工多

舛麻

一斤二付裳時原仮凡銀三十二匁細末二I三

割目方ヲ減ス則五分原伯凡銀一分三厘九毛

和産／極品 五銭／八分
一斤二付岱時原伯凡銀十匁細末ニメ三割目

方ヲ減ス則五匁八分原依凡銀五分〇三毛

八七五

和産／極品 五銭／八分

一斤二付滋時原傑凡銀十六匁細末二I三割

目方ヲ減ス則五匁八分原似八分〇六毛弐

甘序 南京産／極品 二銭／七分

硝石

朴硝

一斤二付岱時原似凡十六匁細末ニメー割目方

ヲ減ス則二匁七分原依凡銀三分七厘五毛三

和産／極品 五十／三銭

一斤二付岱時原似凡銀十匁外薬品 i.(交合ス

則五十三匁原仮凡銀三匁三分一厘弐毛五

和産／極品 二十銭
一斤二付腐時原伯凡銀二十四匁外薬品iI�父

合ス●則二十目原領凡銀三匁

必香 本口／極品 一銭／五分

辰砂

一 銭二付磁時原仮凡銀二百四十双外薬品江

交合ス則一匁五分原栢凡銀三百六十目
X (� 咽）

和産／水干 一銭／三分

掛目四匁二付裳時原叙凡銀四匁八分外薬品iI

交合ス則一匁三①分原仮凡銀一匁五分四厘

目方〇百六拾壱匁七分此分黄金水ヲ以目方六十目二製

（策六丁 表）
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仕上リ

原栢〇四百五拾三匁五分六厘弐毛七五

但シ目方拾匁二付原伯凡銀七拾五匁五分九厘三

毛八絲

目方拾匁二付入器能紙原仮凡銀壱匁五分

原傾合銀〇七拾七匁0九厘三毛八絲

目方拾匁二付債金壱両三分哀
（朱緑でil'i去）

題々在々卸伯目方拾匁二付立両弐分弐朱

惣差引シテ凡銀弐拾目0四分〇六毛弐絲 利益

（第六丁裏は記叔なし）

（第七丁 表）

烏印闘栗方井岱時買西明細占筵

附子

泥脳

漢産／極品 一 銭／五分
一斤二付岱時原仮凡銀百六十目細末ニメ三

割目方ヲ減ス則 一匁五分原伯凡銀二匁八

厘五毛

阿曲陀産／極品 一銭／五分

掛目四匁二付岱時原領凡銀六十五匁外薬品

汀．摺交合ス則一匁五分原仮凡銀二十四匁三

分七厘五毛

雄焚 炭京産／極品 一銭／五分

掛目四匁二付裳時原債凡銀拾匁細末ニメ半

目方ヲ減ス則ー匁五分原仮凡銀七匁五分

川苔 和産／極品 一銭／五分
一斤二付岱時原領凡銀十六匁細末ニメ三割目

方ヲ減ス則ー匁五分原仮凡銀二分0八毛五

水銀 和産／極品 一銭／五分
一斤二付裳時原仮凡銀七十二匁外薬品記父

合ス則一匁五分原仮凡銀六分七厘五毛

辰砂
X (� 嗜）

和産／水干 一銭／五分

掛目四匁二付岱時原仮凡銀四匁八分外菜品

汀．交合ス則 一匁五分原仮凡銀一匁八分

牛焚 和産／極品 一銭／五分

掛目四匁二付裳時原仮凡銀弐百四十目外薬



品改合ス則 一匁五分原伯凡銀九十目

賦粉 和産／極品 八分

掛目四匁二付裳時原仮凡銀五匁五分外薬

品羹合ス則八分原伯凡銀一分一 厘

（第七丁 裏）

盆飯 和産／極品 六銭

一斤二付岱時原伯凡銀十六匁細末ニメ三割

目ヲ減ス則六匁原似凡銀八分三厘四毛

犀角 阿闇他産／極品 六銭

掛目四匁二付裳時原債凡銀百五十目鮫皮ヲ

摺卸シ細末ニ ー 割目方ヲ減ス則六匁原傾

凡銀二百四十九匁七分五匝

天南星 和産／極品 三銭

一斤二付裳時原伯凡銀十二匁細末ニメ三割目

方ヲ減ス則三匁原領凡銀三分一厘二毛七五

白蛇 漢産／極品 三銭

一斤叶寸岱時原傾凡銀四百目細末ニメ三割

目方ヲ滅ス則三匁原伯凡銀十匁〇四分二

厘五毛

陳皮 和産／極品 三銭

一斤叶寸滋時原倣凡銀八匁細末ニメ三割目

方ヲ減ス則三匁原依凡銀壱分0八毛五

半以 和産 極品 三銭

一斤叶寸磁時原伯凡銀二十目細末ニメニ割

目方ヲ減ス則三匁原頒凡銀四分六厘 五毛

全娼 漢産／極品 三銭

うも活

掛目四匁叶寸露時原似凡銀四匁八分細末ニ

メ半目口口減ス則三匁原似凡銀七分弐厘
()fh) 

和涯／極品 三銭

一斤叶寸裳時原頒凡銀六匁細末二I三割目方

ヲ減ス則三匁原似凡銀一分五厘六毛三七五

麻黄 漢産／極品 三銭

一斤二付岱時原似凡銀十五匁細末ニメ半目

方ヲ減ス則三匁原仮凡銀五分六厘二毛五

（第八丁 表）

嘉藤潤 一／越中加賀滸領における翠·;,:の採取とiii道についての一考察

天麻 和産／極品 三銭

一斤二付裳時原債凡銀二十四匁細末二I三割

目方ヲ減ス則三匁原佑凡銀六分二厘五毛五

白姜蚕 和産／極品 三銭

一斤二付裳時原伯凡銀二十目細末二I三割目

方ヲ減ス則三匁原債凡銀五分二厘一毛二五

森香 渓産／極品 三銭

一斤叶寸臨時原傾凡銀三十目細末ニメ三割

目方口減ス則三匁原倣凡銀七分八匪壱毛
（ヲサ

八七五

肉桂 交趾産／極品 三銭

一斤二付露時原栢凡銀四十目粗皮ヲ去細末

ニメ三割目方ヲ減ス則三匁原似凡銀一匁0

四厘二毛五

防風 和産／極品 三銭

一斤二付裳時原似凡銀十二匁細末ニメ三割目

方ヲ減ス則三匁原債凡銀三分一厘二毛七五

稲砂 東京／極品 三銭

一斤二付岱時原依凡銀八十四匁細末ニメ三

割目方ヲ減ス則三匁原伯凡銀二匁一分八

厘九毛二五

板榔子 阿曲他／極品 三銭

一斤二付裳時原債凡銀六匁細末ニメ三割目方

ヲ減ス則三匁原似凡銀一分五厘六毛三七五

大人参 朝鮮産／極品 三銭

麻池

掛目四匁二付岱時原依凡銀三百目細末ニメ

ー割目方ヲ減ス則三匁原栢凡銀二百四十

九匁七分五匝

和産／極品 三銭

掛目四匁二付岱時原依凡銀三十目外薬品ff

交合ス則三匁原依凡銀二十二匁五分

（第八丁 裏）

狐肝 和産／黒焼 一銭／五分

一銭目二付岱時原似凡銀二十目細末ニメ交

合ス則一匁五分原債凡銀三十目
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烏釣 和産／黒焼 七銭

一 銭目二付営時原栢凡銀二匁細末ニメ交合

ス則七匁原仮凡銀十四匁

白蜜 和産／極品 百八十目

一斤二付岱時原伯凡銀二十目惣薬品煉合ス

則ち百八十目原佑凡銀二十二匁五分

目方〇三百目製煉仕上り

原mo壱虹五百九拾壱匁0八厘五毛六弐五

但目方拾匁二付原仮凡銀五拾三匁〇三厘六毛二

目方拾匁二付器能紙原伯凡銀壱匁五分

原栢合銀〇五拾四匁五分三厘六毛弐絲

目方拾匁二付傾金壱両 一分滋

（第九丁 表）
（朱諒でiriJ.:)

一 製々在々狙JI傾目方拾匁二付立両弐朱

惣差引シテ凡銀拾二匁九分六厘三毛八絲 利益

（第九丁 裏）

萬病闘功能

吊＇澤 血塊 腸満 Jj姐rri

痢疾 天行 痔痰 瓶嵌

黄疸 或婦人娘不下小児ノ誇風柑Jj等ヲ治ス

紫‘五効能

脚気 天行 似寒 在乱

或小児荒風癒毒又ハ魚毒等ヲ治ス

（第十丁 表）

烏即'.lll]功能

卒中風 風森 脚気 痔痰

下 血 婦人血：：化：不調 〇拙j

或辿身疼痛等ヲ治ス

（第十丁 裏）

右岱年薬品仕入胴段二因叶買ヲ

定メ候尚諸霰滋弘メ之節ハ道路

辿近金目之甲乙二掠リて少々不同

48 

御座候

（策十一丁 表）

御磁：一占之・・事 私義

年来相製熊）J府丸成應丸小児丸萬金丹右四品

齊薬之義奉願候底 御検査之上 御免許證

御渡被下骰正二拝政仕候然上ハi知i 御布告之御

趣意相守、 猥·二 勅件御免等之文字相用、 且秘

他秘法神仙其他都，f1i疑敷名義一切相唱

申位1敷、 薬品等相改之庶改製仕候鉗訟吃度

御届可申上旨被 仰付奉敬承居依，!'ii

御；；i'l苦奉指上候以上

（第十一丁 裏）

辛未 十二月廿三日 金沢縣御支配越中新川郡

沿川町

邸田祐次郎

束校

滋薬所御取締

御局

（第十二丁 表）

乍恐：�;=付ヲ以奉願上居

加質金澤町中屋彦十郎奉申上候、 私共儀従来

薬種渡世二而別紙之通薬品調制、 函々江西弘

罷在居艇、 今般於 大学束校諸國 一般没

薬御取締被為仰出居旨奉拝承、 早速薬

品}l'功能杏等取揃 御検査可奉願上候鹿、

彼足遅描相成居段、 甚以奉恐入候得共、 何

卒箆太之以御思召、 別紙薬品御検査被成下、

御免状御下ヶ渡被成下居様、 宜被仰上可

（第十二丁 裏）

被下居、 此段偏奉願上候、 以上

明治四年十一月 加質金澤町薬種商滋

中屋彦十郎 印

同



如i栢潤 一 ／越中加鉛滸領における必窄の採取と流迎についての 一 名察

亀田伊右衛門 印

同

福久屋他六 印

金澤縣

御疵

（第十三丁 表裏は記載なし）
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付表 加賀藩の産物調査舌に記戟された「和産薬種」（表中の斜体は、史料中の朱舌を表す。）

I
＂ 
II I 

生菜名 梢物名 1①加能越所殺菜種考 ②享保七年 越中物殺記1③御領国産薬種：.ir-上申板④越中所対躙仕候品々，'t上軟I 
I 『‘・廿木香 サ ウモクサ

ワレモカウ【「越中殺」・「能

I II 州叩、堀部 l
I-、越中 ,';-木香

越中項9 ヽ,'f木香卜叱申

I I! —、,'[-木香サシモクサ又 ！ 候、加州．
． 畔之候得共

廿木香 I ウマノスズクサl1 ワレモカウ 能州之内子
I 'I捻伝未相尋不申候 → 

I (ウマノスズクサfll 11 itll自近在出［山脇l ! ー、男兜鈴 1一
、
畠訊嘉り木呑ぶ

I Iー、,'f木香能州上大分
1 三ヶ［斗トモ遁之候、

I
加州中少分（中略）上品 但シ廿木香ノ1戸卵

11 靡F
へもI暉由申餃［坂 I , 灸

I Ii 
I I「ふ\辿カクミグサ［「能 l 

1 州発」、堀部 l
II 

I 

11-、黄辿カクミクサ自ヮゥレン 三ヶ凶
麟 I オウレン II 加州能州越中出［山脇l Ji辿之dlQ中申候、但 野f!I —、芯述 カクマクサ 辿射新

I <キンポウゲ科） I' 用 1災辿【質疑部分】I i: 一、黄辿加州 能州 越

二

ハ根ヲ用 1 
I fi,]断（三ヶ国共在之飲 ）

I 中（中略）上品他況へ も
II IL\巾由巾飲【坂井】

I 

I :1 I 
I

I 

I 
II-、11ii黄 ガマノハナ［「加

II 訊」、堀叫
I I
Iし、iii! 貨ガマノ花自加

I 

甜黄 I (力靡) ii 州郡出[ri.J脇l I竺 iil冗17 カマフハナ
I 佑］断（三ヶ国共二布之飲）

I
II一 、iiii紺カマノハナ 加

1
1 

I 
州（中略）上品他因へも

I ,I 出申由［暉［坂井】
1 

1
1 

I 
I 

I 

I II 

I II_ 、川；3 ヲムナクサ【「加

川巧 ！ 七ンキュウ II � 品殺」、堀部 l

I <七リ科） 1I 
11

ー、川、・; 1,;J (=加州）［坂
I井 l

I I
J 

I l1 

I
il 

干姜
I ショウガ 11-、生及 七ウガ ［領内I <ショウガ科） 11 殺だが出所不明、山脇l

I II 
I II 

I ii囀碑ウルシ【「}Jll匹殺J、

麟 l ゥルシノキ I 1 堀部l

I <ウルシ科） 1し、❖Zi奈 加州越中ヨリ漆

I II 出咋［坂）-t-]

I ll 

J
1
 

ヽ
↑辺。尿
ー分望

勺
疑t"'»

 

テニ
’l
|

i

l
"
 

I
,

 

新
川

ヵナ

）父

二

り・

ヲ

之
．．

 ーも

眉

に
-
Am
―畠

逝

（
 

巧
ラ
断�

 

ー
ソ．n

J
‘

 
ヽ

一

! 
ー、 ＇麟シャウカ

品固嘩之候

I-、
魯畠（三：篇；;c任之仮）磨罰認闘

ー、括姜｛薬類 l
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滋西潤 一／越中加Ti茄領における茨:i;cの採取と流辿についての一名察

⑤郡方産物軟六新川郡I ⑥越州産物似怨三
（取部寄枷）

ー、もつかう 馬兜鈴ム

亭宝府14年杏上
（砺波、射水、新川郡）

屈兜鈴 マノスゞしやうもつ
ー、しやうもつこ 葉形つ こ或ハむまの〇て

くねいもの菜二似寄［つ〇新川
る平之類］ 菜形つくねいもの菜似

ー、わうれん雌
葉形せりの菜に似寄は
なのいろ白く三月咲実
ハ六月頃出釆［布京之類］

ー、うるし漆
菜形かつきの菜二似寄
少シ大葉花色源赤く四
月頃咲実ハ五月［木之類］

寄

寺販波 今石動
ー、わっれん黄辿 一、」む述
〇射水 医王山井井波辺之山石

葉みつばの葉二似寄花 坂新村二御座候、近在
隙黄野菊の花ににより 之者等堀取:/臼申候［砺
正月項咲実けしの実二 i皮郡］
似寄黒ク

0新/II -、貨述
葉形せりの菜似寄花色 守山町二叫渋出所々江ぷf
白ク三月項咲実ハ六月 出申候［射水郡】
頃出米

⑩三國名物志 l⑪文政5年；'r-上（砺波郡）

馬兜鈴 ムマノスヽ- -
州共野生アリ

黄述ー種ツル黄述白
山二多シ

五加幻遠 ウコギハ貨 黄辿 百姓中等松敷之中
辿能犀谷山道ス I二少々作り申飲、其外山方

ニ少々御座候
黄辿ー種 ミッパ災辿
白山多シ

iil鉗I� カマノ花ノ粉大坂
の菜flt加州ノ殺ヲ求メf�:-

森 ウルシノキ 北地二梢レ
ハ上品大二閥二益アリ

襟ー種 ヤマウルシ 滸山
多シ染家用アリ

森充ケ山I�片1li方村々ニ
I 少々充作申候
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1生薬名
I 

梢物名 ①加能越所産菜種考履沿保七年
I 

キフヒ
ーr)と

U掘
ノ）

 ヽ
I

 J
 

ァ
絃中

梗
越
桔
＂

ヽ

一

桔梗 キキョウ

I
―、桔梗 アリノヒフキ/,'(

（キキョウ科） 【「越rj―1 殺」、山脇l

ー、桔梗キ キャウ越中
（坂井］

ー、桔梗アリノヒッキ 1 射新
,,;J断（三ヶ国共二有之候）桔梗

［

質疑部分l

桑白皮 クワ屈
（クワ科）

カ

カ
上

＝
て
坂

尉

認

此
叩

ノ
）
巾

ノ
堀

ノ
両

、
大

ク
略
仕

ワ
ー3

ワ
災

ク
殺

ク
能

muq

11

中
も

文
（

こ

＇
 

闘

罷
釘
印
鬱
ー

II

L[1

:

：̀
ー

玄参 ゴマノハグサ
（ゴマノハグサ科） II 

細辛

—ー＇
ーー船ー•一じ．ー.

I々晶竹仕間匹見々所中越＠
••

 ‘、軋巾上t
ー

←
I

 

．．
 種薬殺国領御③コし

..
 U
 

産物中越

1-、桑白クワI I覗i]断（三ヶ罠！知在之餃） I-、クハノミ｛蒻i]

1-li』喜旦‘に莉II平

山椒

司

加

4‘
 

r
 
[

,l
 

ミ

JJl

ゥ

ヵ

七
］

ジ

ラ

ン
井

ハ
］

ク

サ
坂

ル
部

サ

ナ

［

’じ

ア

、
il“

ナ
材

ノ

ヽ

，
 

'J

Iヵ＝

椒
発

椒

椒

山
似

蜀

佐
(

‘

、
.、

―
―
-

9

J
ー

1

�

�

 

ン

ト

ゥ
ぃぃ

手
シ
サ

ィ
ク

ョ
和

ズ

シ
ン

ン
カ

サ，ヽ
ス

R
ウ

サ
ほ

ウ
け

ー、サンシヨ［泌森'l】

フタハクサ［菜類li

！ 

芍菜 シャクヤク
（ポタン科）

I 
ー、芍染 カヲヨクサ

［

「加
陽殺」、堀部］

ー、芍薬 カヲヨクサ【「越
中出」、山脇］

ー、芍薬越中［坂井】

ー、芍薬マミクマリ メ
クサ辿況1
j,-;J浙Wil!111二在之候）

52 
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⑤郡方産物転 六祈川郡 1⑥學開戸誓，贔戸
1 彎認掌詰

1社砺波今石動

ー、き、やう 桔使

I
―、きき やう 桔梗
〇妍川

花色白ク 或ハ紫六月頃
咲実ハ七月煩出来

〇射水
花しやぐしや二似；が花
'11iク／碩かほの花二似寄

⑩三薮名物志 ⑪文政5年：；1r-上（砺波郡）

花色白＜或むらさき六
月頃咲尖ハ七月頃出米
【11, :.·, ・,：之類］

切〇〇布実ひおふきの1桔梗（中略）但悩));(野}\"若1桔梗 キキャゥ
実二似奇 栄村領過二御座候［新川郡］二山生多シ

三州こII:
9、 1桔梗所々山二御座候

ー、くわのき え
菜形からすの菜二似窃
花色·1『ク尖ハ五月頃出
米【木之刹i]

］ 
I

ー、さいしん細半[ii
び

；i
之類］

ー、さんしやう 炎椒九月
頃出米
花さんしやう［泌之類］

〇寺
白紫 に屯花渕淡
蒻/,Y,j
花紫白ク

砺波砺波射水
ひめき、やう 或ハ:,·;,:
き、やう
細栄沙参

lo 砺波
ー、しやくやく 芍薬
0新JI/

花色赤ク或赤白ク四月
頃咲1危五月頃出米

〇射水
菜ほたん の菜に似寄花

ー、芍薬 赤ク或慣赤クー 煎又 9 ヽ

しやくやく I に爪：四月頃 咲1団ほたん
花いろ赤く或ハ赤白ク の宜に似寄
四月頃咲実ハ五月頃出今石動
米 赤白Jj_\,'色
白芍柴白 寺

しやくやく［花,-.·i:之類 l i隙色白色赤 ー ．屯紅八叩I/
紅ー:•Tt: 白 一 屯赤二爪：
高尚
赤白沌色

社洲赤クー 煎
I 魚津
1白に煎紫ー・

・•T(

桑 クハ三州共二多シ

玄参コマノハグサ北
地二不泥人家糾（梢ス

蜀椒 アサクラザンシヤ
ウ 種樹家但州M危殺ヲ
他（柚ス

秦椒サンシヤウ 人家l
梢ユ刺ナキモノパ香気佳
シ

桑右同断（五ケ山）1· 片Lli
片等山:l:ill二柚申候）

さいしん 百姓蔽之中ニ
少々充所持仕者も御座餃

さん しよう 百姓中垣根
之中二少々御座1吠

しやくやく 百姓中畑之
廻り二少々御座餃
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生薬名1 梢物名 II ①加能越所産薬杜考 I ② �£ 保七年 越中物産記 I ③御領国産薬種：, I日上申板 I④越中所々見冊仕候品々・作上板

升麻

前胡

陳皮

ー、舛麻 卜リノアシクサ
ウ タ カクサ ［「 越中沌」、

堀部l
サラシナショウマ ー、舛麻 ト リアシ【「石川（キンポウゲ科） 能美両郡出」、山脇］

ー、升麻 卜リノアシ [u] 
（＝加州） ［坂井 l

ー、1),j胡 ミッパクサノ根
［「石川能必両郡出」、山脇l

I ノダケ

L、1i1i胡同<=JJa州）【坂井］（ラン 科）

ー、根殻 カラタチノミ

ー、隙皮 ミカンノカ

ー、廿皮 ミカンノカワ【「加
協殺」、堀名'II】

I ウンシュウミカ冷と.
I
―、根殻 カラタチノミ［領内 I

（ミカン科） 滋だが出所不明、山脇】

1-、陳皮 ミカンノカノ、 同
（＝加州）

ー、択殻キコク fill(=加
外I) (中略）不宜に付て
n取不申旨申候［坂井 l

ー、天南拉 ヲヲ ‘ノヒ［「加
11;;; 発」、堀剖I]

マムシグサ・テン ー、天南拉於〇•�,• 比俗ニ
天南星 ！ ナンショウ ウ シノヒタイ［石川能

（サトイモ科） 災両郡出、山脇］

ー、天南星 1,;](=加州）［坂
:JI:] 

天麻 1 オニノヤガラ
（ラン 科）

ー、,:;:,-紺ヤマ七リ［「越中
殺」、堀部］

俎
山

・が巾'· I (ニホン）トゥキ ー、'l::,-蹄ヤマ七リ［「越中（ 七リ科） 出」、山脇】

-、·/;;,-鉗加州【坂井］

ー、半夏 カ タホ‘ノヒカク
チ カ ラスピシヤク
［「加似殺」、堀部］

半夏
I カラスピシャクI―半夏 カラスヒシヤク

（サトイモ科） ‘ ［「石川能必両郡出 」、山
脇］

lー、半夏同（＝加州）【坂井］
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升麻（七ウマ）
モリタ、但薬種ニハ根ヲ用、

白キハ花存キバh

ー、舛麻 クヽリ 卜リノアシ
クサ ウタカクサ 方口
ことなりトリアシ アワモリ
這加和名項御座{!t·14寸
同断（三ヶ国共二在之候） 一 、トリアシ［雑1;r:類］

ー、兵舛麻 ミフフテ
越中二有之候

-、Uri胡 ミッハクサ
ノタケカ迎ff!和名 込
t;, に在之候、山ニハ未見
分不仕候

1- 、根穀 カラタチ
同断（品位l二在之候）

一、天南拉 ヲヽヲシリ 方
口こ と な り マムシク ー 、天南星但ヘヒノタイ
サ逝ff-J I ノヽチ'j-唱申イIf【 薬類］
同断（三ヶ国共有之飲）

ー、·1:,,-帰ヤマ七リ ヤマ
七リ迎翔

加州越中二在之候

ー、半以 カラスノヒサク =-
雙月カラスノテッホIニ

ー

、射半夏但カラス子
同断（三ヶ国共有之候） 卜唱申候【薬類）



⑤郡方殺物板 六新川郡， ⑥越）廿産物板怨三I げ，i:部 寄1vl-<)

ー、柚
（中略）
きこく 必橘十月頃
出来［泌之類］

ー、てんないさう 天l材星
菜形ぎびきの葉二似寄少
シ小葉二11,i:長く花色白＜
四月頃咲く実ハ九月頃
出来［応)'匹之類］

半以

ー、とりあし 升麻ノー

0新JI/ 或ハとし田せ
〇射水

菜からむしの袋似窃小
葉花白クかっきの花二似

寄五月頃咲申候

ー、もくた トリアシ 菜枯薙
見/,'l/ミヅツキノf和モ見
ュル

〇新川
葉形いちヽくの菜二似斎

花色白く長く七月頃咲実
ハ八月頃出米

ー、からさ〇や葉形うし
のひたいの菜二似寄【応
:，:;-,: 之甜i】

珈i柊i1:·1-/越中加知訊:[における茨：,·,-,: の採取と流迎についての一考寮

瓢⑨宝府14年：占上
（砺波、射水、新川郡）

ー、当坂
所々i心j山二御座候【砺

⑩三隙名物志 ⑪文政5年内上（砺波郡）

升麻 アハポ党山二多
シ品類多シ
升麻ー種白花或淡紅花者 Iしやうま 山二御座候

アハモリ 山生多シ

回 ・ 1'i橙 ダイダイ 悔西ノ
施種樹家他梢ス

無核柑 夕子ナシミカン
南地ノ淮他テ人家植ユ きこく 右岡断（百姓薮之

中二少々充所持仕者も御
夏蜜橘 ナツミカン 種樹座倣）
家梢ユ

粗 キコクノキ 淡種種樹
家イ導柏ス

天南拉 テンナンサウ 野
生多シ

天南品品類 ユキモチサウ
讃,J-1、1殺種樹家仙梢ス

波郡］
露姑 カハ七リ 大和ノとうき 山方山之中二御

ー、，1;芹阪 I産1導工梢ユ 1座候
但山中二自然与少々生
シ申飲得共堀出シ滋申
者無御座候【新川郡】

半夏遥名三州甚夕多
シ

半夏 カラスノテッポ
三州野生多シ金澤薬fj\貨
スルモノ，、陸l泥ナリ

I半哀畑二生申候
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生菜名 梢物名 ①加能越所産薬種考 ②享保七年 越中物産；；a

ー、萩苓 マッホ ト

ー、萩神マッホ ト ［「加協
殺」、堀·部1

萩苓
マッホド ー、伏苓赤豆保土［「越中

（サルノコシカケ科） 光」、山脇］

ー、萩苓 フク リヤウ 同
（＝加州）（中略）不宜に
付て買取不[「I旨申候［坂
井l

ー、防風 ハマヲホエ［領

ポウフウ 11、J殺だが出所不明、山
防風 脇】（セリ科）

ー、防風カII州［坂井l

シオン ー、紫苑 シヲン 同（＝加
紫宛 （キク科） 州）【坂井】

ー、：た活トチタラ ウト

ー、獨活トリタラ ウト［「越
中殺」、堀部］

ウド ー、知活ウト
うも活 （ウコギ科）
独活 シシウド ー、シ冶活ツトダラウトじ石川

（七リ科） 能美両郡出」、山脇l

ー、光活ウトノ子加州

ー、初活ウトノ子同（＝
加州）【坂井】

づ
元

J•• イ·• -t'.. フジモドキ
（ジンチョウゲ科）

序蔽子
イヌナズナ ー、浮1/:炉子ナツナ力11州

（アプラナ科） ［坂井］

※生必の品戦）IIUは、「；必栄々方明細)�巧能-.'f」（石!H他六氏蔵）の品叔顛による。

③御領国産薬種：； 1r-上申報 ④越中所々見開仕饂噂り!,I
萩苓ハ山中二多ク無之候哉、 I 
当時松林二て無 之候而も
萩苓，、在之ものも山 中 二
も所々二在之、森孜二も不

ー、萩苓 致候哉9ふ可q-1候

加ヽ1-1-1能州二在之 候、越 右伏苓之義、越中甑波郡之
中ハ未見分不仕飲 内山方畠作之時分掘リ当

リ申義在之候得共、大切成
義二御座候El I、極1f1i在之叫l
所無御座候旨申候【質疑部
分）

1能浜
ー、防風 ハマス力 Iヽマ 一、ハマホ ウ フ［砂平頚l

ユカナ
防嵐OQQ:i[Jj/lJ和名ニ 新閃船日方江石[B淡
而御座保 越中能州ニ ー、ノヽマl坊風【質疑部分］
,r,iハホウフウリト申候加州
ニハ見党リ不申飲

'J,\-,に.
'J,
,
l!
,. II 1'4 

ー、紫苑但シ オ ント11/"\申三 ヶ国共二在之餃 似【薬類l

I 
I 

ー、獨活ウトトチタラ 迎月
方；一了ことなり
同断（三ヶ国共布之候） ,. 一

ー、獨活 但ウ ト引肘申餃
ー、先活ウト

同断（三ヶ困共布之餃） 1-: 
ー、光活【架類］

ー、炭．光活シヽウト 越中
ニ在之餃

※薬種の1,,-1定は、木！；｝正夫・柴田承ニ ・ 下村孟 ・ 東丈夫打災川 薬用梢物大:•JJ典；（！巖川害店、1978年）、木村康 ー • 木村孟i,j:
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珈籐11\'f-/越中加'Cil沿領における妬．，•れの採取と流迎についての一衿劣さ

⑥越州産物板 咎三 let<§ 過）宝lff 14年：，序上 ⑩ =r� 名物士 ⑪文政5年：，If-上（砺波郡）⑤郡方産物似六新川郡 o· 揺rs 寄帳）
I <砺波、射水、新川郡） 一 心

I 

〇砺波 I 
一、おんじ紫苑

I
寺;:、ff,Y,f魚津今石動 1 紫苑ヲテシコグサ野生
ー、しをん紫苑 ナシ人家柏ユ1 射水
菜なの菜二似寄1巌ク花瑯
白ク野きくの花に似寄九
月頃咲

ぶくりやう 山方松木之
本二出米仕候事も御座候

枝ぷくりやう 松木二出
米申{I炎

砺波 獨活イヌウド三州共
ヽ と, -1--;';-,I' 一ヽ��'-- ,,加,,,―千LI 二野生多シ うと五ケLilli'山方二御座-、7 - ,, ___,__. 、、•1·1)/』 - � 射水い0-,i-く菜丸クニ月珀 究ぼたんの葉似窃花白ク 術活シ、フド三州共 I 候出米［菜之類 1 ""' にんじんの花に似寄四J-1 ニ野生多シ

頃咲山(I炎

I 
先花テウシサクラ 人I

I 邸，（梢ユ森木ナリ

忍l伍 スヽ’ メノキンチャ

同
ク

上（野生多シ）
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